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得のために書く修士論文や博士論文も同様です。
通常いわゆる理系の論文は著者が複数になる場
合が多く，その中で最も重要なのが論文全てに責
任を持つ責任著者（Corresponding author）です。
次に実際に研究において主導的な役割を果たし論
文を執筆したとみなされるのは，筆頭著者（First 
author）となります。学生が学術論文を書くと，
大抵の場合は筆頭著者となり，指導教員が責任著
者になります。
３. 大学生が学術論文を書く価値
結論から書けば，学生が学生であるうちは，学
術論文の本当の価値を理解するのは難しいかもし
れません。博士後期課程に進学し，研究者を目指
す学生は，発表した学術論文の数や質が，そのま
ま将来への門をこじ開ける鍵になります。しかし
研究者を目標とせず，通常の就活をする多くの学
生の場合，筆頭著者として学術論文を発表する意
味を見いだすことが困難です。
大学生のうち４年間で卒業する学部学生には，
学術論文を書く時間があまりにも少ないのが現状
です。１年生から３年生までは研究以前の基礎の
座学が中心になりますし，研究室配属後の３年生
の終わりごろから４年生の前半までは，就職活動
に明け暮れます。就職先から内定が得られれば，
今度は卒業研究をし，卒業論文を書かなければな
りません。一方で，博士前期課程において修士の
学位を取得する大学院生の中には，専門の学術誌
に論文が掲載される学生がいます。とはいえ，そ
れはやはり少数派です。
学生が初めて書いた論文は，大概内容が滅茶苦
茶でそのまま学術誌に投稿しても，まず受理され
ません。学生と指導する側とのマンツーマンの修
正作業が必要ですが，これが学生にとっても指導
する側にとっても非常に大変です。期間も数カ月
に及びますので，技術的にも，精神的にも厳しい。
筆者の場合も１本目の論文を書くのが一番苦し
かった記憶があります（半年近くかかりました）。
何度も指導教員とやり取りをして，同じところで
躓
つまず
いて，原稿用紙を切り裂きたい誘惑に駆られま
した（コンピューター上の電子ファイルなので物
理的に不可能であったことが幸いしました）。
このように学生が限られた時間の中で学術論文
を発表するハードルは高い一方で，やる気を起こ
させる燃料は少ないのが現状ですが，唯一具体的
なメリットとして，奨学金返済の免除があります。
大学院生の場合，在学中に優れた業績を挙げると，
奨学金界の中で最もメジャーな日本学生支援機構
（JASSO）の第一種奨学金の返済が免除（全額，
もしくは半額）になる制度があります。この優れ
た業績というのは，大学院の授業で良い成績をあ
げたといったような事はあまり評価されず，学術
誌に掲載された学術論文や国内外での学会発表が
対象となります。特に学術論文の評価は高く，学
会発表の何倍も価値があるということになってい
ます。実際，奨学金の返済免除を目標にすると，
刹那的ではありますが学生はやる気を出します（筆
者もそうでした）。学会発表にも積極的になります
し，学術論文もどんどん書こうとします。筆者の
最初の論文が査読後掲載可となったのは博士後期
課程に入学後でしたが，奨学金の返済免除を目標
に，修士課程で筆頭著者として２報の論文を書い
た学生を知っています。これは結構すごいことで
す。
　しかし卒業後，今になって振り返ってみれば，
やはり研究をして学術論文を書くことの価値は，
そこにはないことに気づくのです。これは何も博
士後期課程を修了したからというわけではなく，
修士の学位をとって博士前期課程で修了した学生
も，あるいは論文を発表しなかったけれど学部で
しっかりと研究をして卒業した学生でも似た気持
ちを持つようです。もちろん奨学金の返済を免除
してもらえれば，それはうれしい。でも，それと
は別に，研究により誰も知らない未知の結果を得
られたこと。たとえ学生であったとしても自分が
研究者となった瞬間，わずかな隙間の研究領域で
あったかもしれないけれど，その時間，その時点
では世界で唯一誰も見知らぬ地平を切り拓いたこ
と。学生が書いた学術論文は，その微
かす
かな記憶の
アルバムとして，内容の是非といった外部の評価
とは別次元の機能により，卒業後の我々の歩みを
見守り，勇気づけてくれるのです。
